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も く じも く じ収
穫
の
秋
（
岩
手
県
）

　

歌
人
の
故
・
塚
本
邦
雄
さ
ん
は
少
年
の
頃
、

京
都
に
い
る
義
兄
に
た
び
た
び
手
紙
を
書
い

た
。
所
番
地
を
つ
づ
る
と
き
、「
法
悦
に
ち
か

い
歓
び
を
覚
え
た
」
と
、
あ
る
随
筆
で
回
想
し

て
い
る
。

　
〈
京
都
市
伏
見
区
深
草
極
楽
町
〉

　

並
ん
だ
文
字
に
は
「
金こ

ん

色じ
き

燦さ
ん

然ぜ
ん

の
感
が
あ
っ

た
」
と
。
の
ち
に
コ
ト
バ
の
魔
術
師
と
呼
ば
れ

る
人
の
脳
裏
に
は
、
王
朝
絵
巻
が
あ
り
あ
り
と

浮
か
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

歌
人
の
感
性
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
が
、
筆

者
も
地
名
を
つ
れ
づ
れ
の
友
に
し
て
い
る
。
い

つ
か
、
こ
こ
に
旅
す
る
…
。
こ
と
に
気
分
の
沈

み
が
ち
な
と
き
は
、
時
刻
表
を
ひ
ら
き
、
あ
る

い
は
書
棚
の
地
名
辞
典
を
ひ
も
と
い
て
、
空
想

の
旅
を
心
の
ク
ス
リ
に
し
て
き
た
。

　

時
刻
表
で
は
、
童
画
の
世
界
に
ふ
と
誘
わ
れ

る
よ
う
な
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
「
絵
笛
」

（
え
ふ
え
）
や
、
宮
崎
県
・
高
千
穂
鉄
道
で
一

昨
年
に
廃
駅
と
な
っ
た
哀
愁
の
漂
う
「
影
待
」

（
か
げ
ま
ち
）
な
ど
は
こ
れ
ま
で
幾
度
、
服
用

し
た
か
分
か
ら
な
い
。
地
名
辞
典
で
は
、
江
差

追
分
に
も
歌
わ
れ
た
北
海
道
の
「
歌
棄
」（
う

た
す
つ
）
や
、
山
口
青せ

い

邨そ
ん

が
俳
句
に
詠
ん
だ
青

森
県
の
「
淋
代
」（
さ
び
し
ろ
）
な
ど
を
愛
用

の
常
備
薬
に
し
て
い
る
。

　

地
名
が
心
の
ク
ス
リ
に
な
る
の
は
、
筆
者
の

よ
う
な
空
想
の
旅
人
に
限
る
ま
い
。
そ
の
町
に

住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
も
、
そ
う
だ
ろ
う
。

何
年
か
前
に
金
沢
市
で
、
藩
政
時
代
に
宅
地
税

が
銀
六
枚
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
旧
町
名
、

「
六
枚
町
」
が
復
活
し
た
。
新
聞
で
知
り
、
ひ

と
り
深
く
う
な
ず
い
た
お
ぼ
え
が
あ
る
。

　

金
沢
市
に
は
、
住
民
の
申
し
出
を
受
け
て
旧

町
名
の
復
活
を
進
め
る
条
例
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
先
も
楽
し
み
な
こ
と
で
あ
る
。

　

大
岡
信
さ
ん
に
『
地
名
論
』
と
題
す
る
詩
が

あ
っ
た
。
そ
の
一
節
。

　

土
地
の
名
前
は
た
ぶ
ん

　

光
で
で
き
て
い
る

　

観
光
と
は
「
光
を
観
る
」
と
書
く
。
空
想
の

旅
人
も
い
つ
か
は
本
当
の
旅
人
に
な
る
。
地
名

が
人
の
心
に
効
く
の
み
な
ら
ず
、
財
政
の
ク
ス

リ
に
も
な
る
日
が
い
ず
れ
く
る
だ
ろ
う
。

閑話休題

地
名
の
効
能

お

竹 

内　

政 

明

読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
委
員

コ
ラ
ム『
編
集
手
帳
』
執
筆
者

ま
さ

あ
き

う
ち

た
け

本誌表紙に掲載の写真を募集して
います。
四季折々の風物や行事など適当な
写真がありましたらご寄贈下さ
い。（写真には題名、町村名を付し
て下さい）
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部

藤
原
全
国
町
村
会
長
が
農
山
漁
村
の
活
性
化
で
意
見
＝
第
４
回
「
国
と
地
方
の
協
議
」 …
…
…
…
…
…
…
…
⑵

坂
本
常
任
理
事
が
平
成
23
年
度
税
制
改
正
で
要
請
＝
民
主
党
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
総
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑶

中
常
任
理
事
が
地
球
温
暖
化
対
策
税
創
設
で
要
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
民
主
党
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
総
会
地
球
温
暖
化
対
策
税
検
討
小
委
員
会
…
…
⑶

小
沢
副
会
長
が
「
休
暇
分
散
化
」
で
意
見
＝
「
休
暇
改
革
国
民
会
議
」（
第
１
回
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑸

環
境
自
動
車
税
の
創
設
を
提
言
＝
総
務
省
「
自
動
車
関
係
税
制
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書
…
…
…
…
…
…
⑹

「
お
ら
が
町
の
Ｐ
Ｒ
下
手
」
解
消
へ
の
第
一
歩
＝
山
梨
県
市
川
三
郷
町
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑻

平
成
22
年
度
市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会
議
長　

総
務
大
臣
表
彰
式
挙
行
さ
れ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑿

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⒀

国
境
の
島
に
住
む
〝
隠
岐
人
〞
と
共
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
島
根
県
隠
岐
の
島
町
長　

松
田　

和
久
…
…
⒂

活 

動

活 

動

活 

動

活 

動

政 

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情 

報

情 

報

随 

想
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藤
原
会
長
は
経
済
対
策
と
地
方
税
財
政
に
関
し
て
、
農
山
漁
村
の

再
生
・
活
性
化
の
視
点
で
意
見
を
述
べ
た
。

　

は
じ
め
に
政
府
の
「
新
成
長
戦
略
」
が
掲
げ
た
食
料
・
木
材
自
給

率
50
％
に
つ
い
て
、疲
弊
し
て
い
る
農
山
漁
村
と
農
林
漁
業
が
再
生
・

活
性
化
で
き
る
よ
う
な
実
効
性
あ
る
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し

た
う
え
で
、
①
コ
メ
の
戸
別
所
得
補
償
に
つ
い
て
、
米
価
の
下
落
分

を
補
て
ん
す
る
交
付
金
の
支
払
い
は
年
内
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
②
森
林
・
山
村
再
生
プ
ラ
ン
の
一
環
で
あ
る
搬
出
間
伐
へ
の
直

接
支
払
い
は
、
切
っ
た
木
を
貯
蔵
す
る
場
所
の
確
保
や
木
材
の
需
要

拡
大
な
ど
川
上
、
川
下
が
一
体
と
な
り
実
施
す
る
こ
と－

な
ど
を
要

請
し
た
。

　

次
に
森
林
の
整
備
・
保
全
や
森
林
・
林
業
を
支
え
る
山
村
の
活
性

化
を
図
る
た
め
の
地
方
税
財
源
の
制
度
化
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
現

在
政
府
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」

の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、「
全
国
森
林
環
境
税
」
を
創
設
す
る
な
ど
、

二
酸
化
炭
素
吸
収
源
対
策
を
使
途
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
必
要
性
を

強
調
。

　

近
く
決
定
さ
れ
る
補
正
予
算
に
関
し
て
は
、
本
年
度
、
農
林
水
産

公
共
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
老
朽
施
設
の
保
守
・
改
修
も
で
き

な
く
な
る
な
ど
、
農
林
漁
業
の
現
場
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
補
正
予
算
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
削
減
さ
れ
た
鳥
獣
被
害
対
策
予
算
の
増
額
確
保
の
必
要
性
を

訴
え
た
。

　

ま
た
「
地
方
団
体
向
け
の
新
た
な
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
財
政

状
況
の
厳
し
い
町
村
に
と
っ
て
有
効
な
財
源
に
な
る
た
め
、
地
方
の

自
由
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
財
政
力
の
弱
い
団
体
や
過
疎
・
離
島

な
ど
の
条
件
不
利
地
域
へ
の
配
慮
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
政
府
に
お
い
て
は
、地
方
重
視
の
姿
勢
を「
有
言
実
行
」し
、

着
実
で
実
効
あ
る
施
策
に
よ
り
目
に
見
え
る
形
で
成
果
が
上
が
る
こ

と
を
求
め
て
意
見
陳
述
を
終
え
た
。

　
「
国
と
地
方
の
協
議
」
の
第
4
回
が
10
月
7
日
に
内
閣

総
理
大
臣
官
邸
で
開
催
さ
れ
、本
会
の
藤ふ
じ

原は
ら

忠た
だ

彦ひ
こ

会
長（
長

野
県
川か
わ

上か
み

村
長
）
を
は
じ
め
、
地
方
六
団
体
の
代
表
が
出

席
し
た
。
政
府
側
か
ら
は
、
菅
総
理
大
臣
、
仙
石
内
閣
官

房
長
官
、
片
山
総
務
大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地

域
主
権
推
進
）
ら
が
出
席
し
、
地
域
主
権
改
革
や
地
方
税

財
政
、
経
済
対
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

第４回「国と地方の協議」第４回「国と地方の協議」

△「国と地方の協議」に出席した藤原会長（右端）

藤原全国町村会長が
　　農山漁村の活性化で意見
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民
主
党
の
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ(

座
長
・
中

野
寛
成
衆
議
院
議
員
）
は
、
10
月
5
日
、

総
会
を
開
催
し
、
執
行
三
団
体
ほ
か
関
係

団
体
か
ら
平
成
23
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。本
会
か
ら
は
、

坂さ
か

本も
と

義よ
し

次じ

常
任
理
事(

東
京
都
檜ひ

の

原は
ら

村
長
）

が
出
席
し
、先
に
と
り
ま
と
め
た「
平
成
23

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
」（
次
頁

掲
載
）に
基
づ
き
、意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

　

坂
本
常
任
理
事
は
、
は
じ
め
に
法
人
住

民
税
等
に
つ
い
て
、
法
人
税
率
及
び
中
小

法
人
の
軽
減
税
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と

は
、
法
人
税
額
に
対
し
課
税
し
て
い
る
市

町
村
の
法
人
住
民
税
法
人
税
割
が
大
幅
に

減
少
す
る
と
と
も
に
、
法
人
税
を
原
資
と

す
る
地
方
交
付
税
の
減
少
に
つ
な
が
る
た

め
、
町
村
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い

と
強
調
。
引
き
下
げ
を
行
う
場
合
に
は
、

法
人
税
割
の
税
率
水
準
や
地
方
交
付
税
率

の
引
き
上
げ
を
同
時
に
行
い
、
確
実
に
補

て
ん
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

続
い
て
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
は
、

税
の
7
割
が
交
付
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場

所
在
市
町
村
に
と
っ
て
、
道
路
の
整
備
改

良
や
廃
棄
物
処
理
、
防
災
対
策
等
に
活
用

さ
れ
、
地
域
振
興
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源

に
な
っ
て
お
り
、
18
歳
未
満
の
者
や
高
齢

者
等
へ
の
非
課
税
措
置
な
ど
の
見
直
し
も

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
行
制
度
は

当
然
堅
持
さ
れ
る
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。

　

最
後
に
「
地
球
温
暖
化
対
策
税
制
の
創

設
」
に
関
し
、
①
一
定
の
地
方
税
財
源
措

置
を
創
設
す
る
、
②
税
の
使
途
と
し
て
、

吸
収
源
対
策
を
位
置
づ
け
る
、
③
森
林
は

Ｃ
Ｏ
2
吸
収
と
同
時
に
、
酸
素
を
都
市
部

に
供
給
す
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
全
国
森
林
環
境
税
」
を

創
設
す
る－

こ
と
な
ど
を
要
請
し
た
。

　

民
主
党
の
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
地
球
温
暖
化

対
策
税
検
討
小
委
員
会(

小
委
員
長
・
中

塚
一
宏
衆
議
院
議
員
）
は
、
10
月
6
日
、

総
会
を
開
催
し
、
執
行
三
団
体
ほ
か
関
係

団
体
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
税
に
関
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
、

中な
か　

和か
ず

博ひ
ろ

常
任
理
事(

大
阪
府
能の

勢せ

町
長
）

が
出
席
し
、「
平
成
23
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
意
見
」
の
う
ち
地
球
温
暖
化
対
策

税
制
の
創
設
及
び
「
環
境
自
動
車
税
」
の

創
設
を
中
心
に
、
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

　

中
常
任
理
事
は
、は
じ
め
に「
地
球
温
暖

化
対
策
税
制
の
創
設
」に
関
し
、①
同
税
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
税
収
を
全
額
国
税

と
す
る
の
で
は
な
く
、
地
方
の
果
た
す
役

割
を
重
視
し
、
一
定
の
地
方
税
財
源
措
置

を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
、
②
税
の
使
途

で
は
、
京
都
議
定
書
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
目
標

に
お
け
る
森
林
整
備
の
比
重
の
大
き
さ

（
6
％
の
う
ち
3
・
8
％
）
か
ら
、
排
出

抑
制
対
策
に
限
定
せ
ず
、
吸
収
源
対
策
も

同
列
に
位
置
づ
け
る
、
③
税
の
一
定
割
合

は
森
林
面
積
に
応
じ
て
配
分
す
る
、
④
森

林
の
整
備
・
保
全
や
山
村
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
「
森
林
環
境
税
」
を
創
設

す
る－

こ
と
な
ど
を
要
請
し
た
。

　

次
に
「
環
境
自
動
車
税
」
に
つ
い
て
、

税
を
創
設
す
る
場
合
に
は
市
町
村
の
財
源

で
あ
る
自
動
車
重
量
譲
与
税
は
現
行
の
総

額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
重
量

税
の
一
本
化
に
よ
る
地
方
増
収
分
の
都
道

府
県
と
市
町
村
の
配
分
割
合
は
、
改
め
て

ル
ー
ル
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。

民
主
党
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
総
会

坂
本
常
任
理
事
が
平
成
23
年
度
税
制
改
正
で
要
請

民
主
党
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
総
会
地
球
温
暖
化
対
策
税
検
討
小
委
員
会

中
常
任
理
事
が
地
球
温
暖
化
対
策
税
創
設
で
要
請

△意見を述べる坂本常任理事△意見を述べる中常任理事
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三
位
一
体
改
革
の
結
果
、
町
村
は
、
地
域
間

格
差
が
拡
大
し
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
、深
刻
な
経
済
・
雇
用
情
勢
と
相
ま
っ

て
、
地
域
の
疲
弊
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
活
気
に
満
ち
た
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
地
域
主
権
改
革
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
町
村
が
よ
り
自
主
的
・
主
体

的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
税
源

配
分
の
あ
り
方
の
見
直
し
と
偏
在
性
の
少
な
い

安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
、
地
方
交
付
税

率
の
引
き
上
げ
な
ど
、
地
方
自
主
財
源
の
大
幅

な
拡
充
に
よ
る
町
村
財
政
基
盤
の
確
立
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
平
成
23
年
度
税
制
改
正
に
あ
た
っ

て
は
、
町
村
が
円
滑
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
間
格
差
の
解
消
を
は
か

り
、
町
村
税
源
を
充
実
強
化
す
る
た
め
、
特
に

下
記
事
項
の
実
現
を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
請

す
る
。

記

1
．
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
等

　

地
方
税
は
、地
方
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
し
、

地
域
主
権
の
確
立
を
実
質
的
に
担
保
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
に
よ
り
、
そ
の
充
実

強
化
を
は
か
る
こ
と
。

　

ア
．
国
と
地
方
の
最
終
支
出
の
比
率
と
租
税

収
入
の
比
率
に
お
け
る
大
き
な
乖
離
を
縮

小
し
、
地
方
が
担
う
べ
き
事
務
と
責
任
に

見
合
う
よ
う
、
国
税
と
地
方
税
の
税
源
配

分
を
見
直
す
こ
と
。

　

イ
．
地
方
が
担
う
幅
広
い
社
会
保
障
サ
ー
ビ

ス
の
安
定
財
源
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

地
方
消
費
税
の
充
実
等
、
税
源
の
偏
在
性

が
少
な
く
、
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体

系
を
構
築
す
る
こ
と
。

　

ウ
．
地
方
税
は
地
域
偏
在
性
の
少
な
い
税
目

構
成
と
し
、
地
方
交
付
税
の
原
資
は
地
域

偏
在
性
の
比
較
的
大
き
な
税
目
構
成
と
す

る
こ
と
。

　

エ
．
国
・
地
方
間
の
税
源
配
分
の
あ
り
方
の

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
分
割
基
準
等
を

改
め
て
検
討
す
る
こ
と
。

2
．
個
人
住
民
税
の
充
実
確
保
等

　

個
人
住
民
税
は
、
町
村
に
お
け
る
負
担
分
任

を
基
調
と
し
た
基
幹
的
な
税
目
で
あ
る
の
で
、

所
得
税
と
の
税
体
系
上
の
整
合
性
の
観
点
等
に

配
慮
し
つ
つ
、
安
定
的
に
充
実
す
る
よ
う
措
置

す
る
こ
と
。

3
．
法
人
住
民
税
等
の
充
実
確
保

　

法
人
税
率
及
び
中
小
法
人
の
軽
減
税
率
を
引

き
下
げ
る
場
合
に
は
、
法
人
住
民
税
法
人
税
割

や
地
方
交
付
税
原
資
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、

町
村
の
歳
入
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
法
人
税
割
の
税
率
水
準
や
地
方
交
付
税
率

の
引
き
上
げ
等
に
よ
り
、
確
実
な
補
て
ん
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

4
．
固
定
資
産
税
の
安
定
的
確
保

　

固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
の
あ
り
方
及

び
適
正
な
評
価
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
固
定

資
産
税
が
収
入
の
普
遍
性
・
安
定
性
に
富
む
、

町
村
財
政
に
お
け
る
基
幹
税
目
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
安
定
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
留
意
す
る

こ
と
。

5
．
市
町
村
た
ば
こ
税
の
現
行
税
収
総
額
の
確
保

　

た
ば
こ
税
の
将
来
に
向
か
っ
て
の
税
率
引
き

上
げ
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
た
ば
こ

税
の
現
行
税
収
総
額
に
及
ぼ
す
影
響
等
を
見
極

め
る
こ
と
。

6
．
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
堅
持

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
（
交
付
金
）
は
、
道
路
の

整
備
改
良
、
廃
棄
物
処
理
、
防
災
対
策
、
環
境

対
策
な
ど
、
所
在
町
村
特
有
の
行
政
需
要
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
を
は
か
る
上
で

も
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

行
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

7
．
入
湯
税
の
堅
持

　

入
湯
税
は
、
環
境
衛
生
施
設
や
消
防
施
設
の

整
備
及
び
観
光
振
興
等
に
資
す
る
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
別
間
接
税
の
課

税
の
あ
り
方
の
検
討
に
際
し
て
も
、
現
行
制
度

を
堅
持
す
る
こ
と
。

8
．
地
球
温
暖
化
対
策
税
制
の
創
設

　
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
の
検
討

に
あ
た
っ
て
は
、
町
村
の
極
め
て
厳
し
い
財
政

状
況
や
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
重
要
な

機
能
を
有
す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等
に
果
た

し
て
い
る
町
村
の
役
割
を
十
分
勘
案
し
、
次
に

よ
り
、
地
方
税
財
源
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

　

ア
．「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
の

創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
現
行
の
地
方
税
財

源
の
確
保
を
前
提
と
す
る
こ
と
。

　

イ
．
石
油
石
炭
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
「
地

球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
の
創
設
に

あ
た
っ
て
は
、
地
方
の
果
た
す
役
割
を
重

視
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ

た
多
様
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

「
地
方
環
境
税
」
等
一
定
の
地
方
税
財
源

措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

　

ウ
．「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
の

使
途
に
つ
い
て
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
抑

制
対
策
に
限
定
せ
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
へ
の
上

乗
せ
課
税
分
も
含
め
、
森
林
の
整
備
・
保

全
等
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
対
策
を
同
列

に
位
置
付
け
る
こ
と
。

　

エ
．
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
強
化

の
重
要
性
を
よ
り
明
確
に
す
る
観
点
か
ら
、

二
酸
化
炭
素
排
出
源
を
課
税
対
象
と
す
る

「
全
国
森
林
環
境
税
」
を
創
設
す
る
こ
と
。

　

オ
．「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
の

一
定
割
合
は
、
森
林
の
整
備
・
保
全
等
を

推
進
す
る
町
村
の
果
た
す
役
割
を
踏
ま

え
、
森
林
面
積
に
応
じ
配
分
す
る
こ
と
。

9
．「
環
境
自
動
車
税
」
の
創
設

　

現
行
の
自
動
車
重
量
税
と
自
動
車
税
を
一
本

化
し
、「
環
境
自
動
車
税
」
と
す
る
場
合
に
は
、

環
境
施
策
の
推
進
に
お
い
て
地
方
が
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
方
税
と

す
る
こ
と
。

　

な
お
、
市
町
村
の
財
源
で
あ
る
自
動
車
重
量

譲
与
税
は
、
現
行
の
総
額
を
確
保
し
た
上
で
、

自
動
車
重
量
税
の
一
本
化
に
よ
る
地
方
増
収
分

の
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
配
分
割
合
は
、
改

め
て
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
こ
と
。

10
．
地
方
税
に
お
け
る
税
負
担
軽
減
措
置

等
の
見
直
し

　

地
方
税
に
お
け
る
税
負
担
軽
減
措
置
等
に
つ

い
て
は
、「
基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
厳
格
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
。

11
．
過
疎
対
策
法
上
の
国
税
に
関
す
る
特

例
の
引
き
続
き
措
置

　

現
行
過
疎
対
策
法
上
の
国
税
に
関
す
る
「
事

業
用
資
産
の
買
換
え
の
場
合
の
課
税
の
特
例
」

及
び「
減
価
償
却
の
特
例
」に
つ
い
て
、
平
成
23

年
4
月
以
降
に
お
い
て
も
引
き
続
き
措
置
す
る

と
と
も
に
、よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

平
成
23
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見

平
成
23
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見

平
成
22
年
10
月
・
全
国
町
村
会
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観
光
庁
は
10
月
6
日
、
大
型
連
休
を
地

域
ご
と
に
ず
ら
す
休
日
分
散
化
に
つ
い
て

協
議
す
る「
休
暇
改
革
国
民
会
議
」（
座
長
・

三
村
明
夫
新
日
本
製
鉄
会
長
）
の
第
1
回

を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
経
済
人
の
ほ
か
、
地
方
自

治
体
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
能
関
係
者
な
ど
、
幅
広
い
分
野
か
ら
委

員
が
出
席
。
本
会
か
ら
は
、
小お

沢ざ
わ

信の
ぶ

義よ
し

副

会
長
（
埼
玉
県
毛も

呂ろ

山や
ま

町
長
）
が
出
席
し
、

町
村
の
立
場
か
ら
「
休
暇
分
散
化
」
に
対

し
、
賛
意
を
示
し
た
。

　

小
沢
副
会
長
は
、高
齢
化
時
代
を
迎
え
、

観
光
客
の
5
割
以
上
が
65
歳
を
超
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
休
暇
取
得
の
分
散
化
」

に
よ
り
、
ま
す
ま
す
こ
の
世
代
の
観
光
客

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
述
べ
る
一
方
、

観
光
客
が
集
ま
る
自
然
や
季
節
を
観
光
資

源
に
持
つ
地
域
や
神
事
・
仏
事
の
関
係
で

祭
事
が
行
わ
れ
る
地
域
へ
の
対
応
等
、
環

境
整
備
を
図
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

　

会
議
で
は
、
こ
の
他
「
雇
用
の
拡
大
に

繋
が
る
」「
親
子
の
時
間
が
増
え
る
」
な

ど
前
向
き
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
る
一
方

で
、「
全
国
的
な
企
業
で
は
、
取
引
に
支

障
が
出
る
」「
日
本
独
自
の
祝
日
の
意
義

が
薄
れ
る
」「
仕
事
の
効
率
化
と
有
給
休

暇
の
取
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
」
等
、

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
慎
重
な
意
見
も
出

さ
れ
た
。

　

休
日
分
散
化
で
は
、
観
光
庁
が
5
月
の

大
型
連
休
の
場
合
、
国
民
の
休
日
（
5
月

4
日
）
と
こ
ど
も
の
日
（
同
5
日
）
は
全

国
共
通
で
休
日
と
し
た
上
で
、
全
国
を
5

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
第
2
週
か
ら
順

に
、
土
日
を
含
め
5
連
休
に
す
る
案
を
提

示
。
一
定
期
間
に
集
中
し
て
い
た
観
光
地

の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
新

た
に
年
間
2
・
9
兆
円
の
旅
行
需
要
が
生

ま
れ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

小
沢
副
会
長
が「
休
暇
分
散
化
」で
意
見

　「
休
暇
改
革
国
民
会
議
」（
第
１
回
）

小
沢
副
会
長
が「
休
暇
分
散
化
」で
意
見

△会議で発言する小沢副会長
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民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明
記

民
主
党
の
09
年
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、「
自

動
車
重
量
税
は
自
動
車
税
と
一
本
化
」
と

明
記
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
原
口
一
博
総
務

相
（
当
時
）
が
政
府
税
調
で
「
地
方
環
境

税
」
を
提
案
し
、
そ
の
中
で
「
平
成
23
年

度
か
ら
の
導
入
を
目
途
に
、
自
動
車
税
と

自
動
車
重
量
税
を
基
礎
と
し
て
Ｃ
Ｏ
2
排

出
削
減
に
資
す
る
環
境
自
動
車
税
（
地
方

税
）
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
論
点

を
明
示
。
平
成
22
年
度
税
制
改
正
大
綱
で

は
「
車
体
課
税
に
つ
い
て
は
、
エ
コ
カ
ー

減
税
の
期
限
到
来
時
ま
で
に
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
観
点
や
国
及
び
地
方
の
財
政
の

状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
回
、
当
分
の
間

と
し
て
適
用
さ
れ
る
税
率
の
取
扱
い
も
含

め
、
簡
素
化
、
グ
リ
ー
ン
化
、
負
担
の
軽

減
等
を
行
う
方
向
で
抜
本
的
な
見
直
し
を

検
討
」
と
さ
れ
た
。

総
務
省
の
研
究
会
は
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
今
後
の
政
府
税
調
に
お
け
る
議
論
に

資
す
る
よ
う
、
原
口
総
務
相
の
指
示
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
も
の
。
環
境
自
動
車
税
の

具
体
的
な
あ
り
方
、「
自
動
車
重
量
税
は

自
動
車
税
と
一
本
化
」
と
す
る
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
案
を
検
討

し
て
き
た
。

現
行
の
自
動
車
関
係
税
は
、
取
得
段
階

の
税
と
し
て
自
動
車
取
得
税
（
都
道
府
県

税
）、
保
有
段
階
の
税
と
し
て
自
動
車
税

（
都
道
府
県
税
）、
軽
自
動
車
税
（
市
町
村

税
）、
自
動
車
重
量
税
（
国
税
）
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
税
収
は
合
わ
せ
て
2
・
8
兆
円

だ
が
、
こ
の
う
ち
地
方
の
税
収
（
譲
与
税

含
む
）
は
2
・
3
兆
円
に
上
る
（
平
成
22

年
度
予
算
・
地
財
ベ
ー
ス
）。
報
告
書
は

そ
の
う
ち
、
自
動
車
税
と
自
動
車
重
量
税

に
つ
い
て
、「
保
有
段
階
に
お
け
る
税
と

し
て
重
複
し
て
お
り
、
簡
素
化
の
観
点
か

ら
の
見
直
し
が
必
要
」
と
指
摘
。「
自
動

車
税
と
自
動
車
重
量
税
を
一
本
化
し
、
保

有
段
階
に
お
け
る
課
税
と
し
て
の
地
方
税

で
あ
る
環
境
自
動
車
税
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
複
雑
な
自
動
車
関
係
税
の
簡
素
化
を

実
現
す
べ
き
」
と
提
言
し
た
。

そ
の
上
で
、
環
境
自
動
車
税
を
地
方
税

と
す
る
理
由
と
し
て
、「
自
動
車
関
係
税

は
1
人
当
た
り
の
税
収
額
で
偏
在
性
が
小

さ
く
、
ま
た
安
定
的
な
税
で
あ
る
た
め
、

地
方
税
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
」「
自
動
車

関
係
税
は
、
地
方
税
収
の
約
1
割
を
占
め

る
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
そ
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
」な
ど
を
列
挙
。
ま
た
、

現
在
、
軽
自
動
車
税
と
し
て
市
町
村
が
課

税
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
を
環
境
自
動
車

税
の
課
税
客
体
に
取
り
込
む
こ
と
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
の
貴
重
な
税
源
と
な
っ
て

い
る
現
状
や
自
動
車
関
係
税
が
市
町
村
税

か
ら
な
く
な
る
こ
と
の
是
非
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、「
現
実
に
ど
の
よ
う
な
形
で
対

応
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
検
討

を
深
め
る
べ
き
」
と
す
る
に
と
ど
め
た
。

少
な
く
と
も
「
税
収
中
立
」
で

環
境
自
動
車
税
の
負
担
水
準
に
つ
い
て

2
0
1
1
年
度
の
税
制
改
正
議
論
が
本
格
化
し
て
き
た
が
、総
務
省
の「
自

動
車
関
係
税
制
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長
・
神
野
直
彦
東
大
名
誉
教
授
）

は
こ
の
ほ
ど
、
自
動
車
税
と
自
動
車
重
量
税
を
一
本
化
し
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
削

減
に
資
す
る
「
環
境
自
動
車
税
」（
地
方
税
）
を
創
設
す
べ
き
と
提
言
す
る

報
告
書
を
ま
と
め
た
。
自
動
車
税
と
自
動
車
重
量
税
の
一
本
化
は
、
09
年
の

民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
報
告
書
は
環
境
自
動
車
税

の
「
負
担
水
準
」
に
つ
い
て
、「
少
な
く
と
も
税
収
中
立
を
前
提
と
し
て
制

度
設
計
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
自
動
車
重
量
税
の
上
乗
せ
分
も
含
め
た
規
模

で
一
本
化
す
べ
き
」
と
提
言
。
同
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
廃
止
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
た
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
「
少
な
く
と
も
当
面
は
維
持
す
べ
き
」
と

し
た
。
総
務
省
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
同
省
案
を
ま
と
め
、
民
主
党
税
制
改
正

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
政
府
税
制
調
査
会
に
提
示
す
る
方
針
だ
。

政
策
解
説

環
境
自
動
車
税
の
創
設
を
提
言

―
自
動
車
税
と
自
動
車
重
量
税
を
地
方
税
に
一
本
化
―

総
務
省
「
自
動
車
関
係
税
制
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書
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は
、
地
方
自
治
体
に
は
地
域
の
自
然
的
社

会
的
条
件
に
応
じ
て
Ｃ
Ｏ
2
排
出
削
減
の

た
め
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
を
策

定
し
、
先
駆
的
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
指
摘
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
源
で
あ
る
自
動
車
に

係
る
税
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
な
状
況
に

は
な
く
、
む
し
ろ
負
担
水
準
の
引
上
げ
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
国
と
地
方
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
れ
ば
地
方
税
の
基
幹
税
目
で
あ
る
自

動
車
関
係
税
の
負
担
軽
減
を
行
う
よ
う
な

状
況
に
も
な
い
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
我
が
国
に
お
け
る
自
動
車
関

係
税
全
体
の
年
間
税
負
担
額
は
諸
外
国
と

比
べ
て
も
高
い
水
準
に
あ
る
と
は
言
え
な

い
と
し
、「
Ｃ
Ｏ
2

排
出
抑
制
に
資
す
る

環
境
自
動
車
税
の
負
担
水
準
に
つ
い
て

は
、
少
な
く
と
も
税
収
中
立
を
前
提
と
し

て
制
度
設
計
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
自
動

車
重
量
税
の
上
乗
せ
分
も
含
め
た
規
模
で

一
本
化
す
べ
き
」
と
提
言
。
な
お
、
自
動

車
税
と
自
動
車
重
量
税
の
一
本
化
に
伴

い
、
現
在
、
市
町
村
の
財
源
と
な
っ
て
い

る
自
動
車
重
量
譲
与
税
（
上
乗
せ
分
を
含

む
）
に
つ
い
て
は
、「
環
境
自
動
車
税
交

付
金
」（
仮
称
）
を
創
設
し
、
市
町
村
に

確
実
な
財
源
補
て
ん
を
行
う
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。

一
方
、
環
境
自
動
車
税
の
「
性
格
」
に

つ
い
て
は
、「
環
境
損
傷
負
担
金
的
性
格
」

と
、「
財
産
税
的
性
格
」
の
二
つ
の
性
格

を
有
す
る
と
す
る
こ
と
が
適
当
と
指
摘
。

う
ち
、
環
境
損
傷
負
担
金
的
性
格
に
基
づ

く
課
税
と
し
て
の
「
割
」
に
つ
い
て
は
、

欧
州
委
員
会
が
示
し
た
Ｅ
Ｕ
指
令
案
で
も

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
課

税
と
す
べ
き
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
欧
州

で
は
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
絶
対
値
を
基
準
と

し
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
課
税
標
準
と

し
、そ
の
絶
対
値
を
基
準
と
す
る「
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
割
」
と
す
べ
き
と
し
た
。

他
方
、
財
産
税
的
性
格
に
基
づ
く
課
税

と
し
て
の
「
割
」
に
つ
い
て
は
、
排
気
量

の
大
き
さ
と
自
動
車
の
価
格
に
は
相
関
関

係
が
あ
り
、
財
産
的
価
値
を
表
す
指
標
と

し
て
適
当
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
排
気
量

等
を
課
税
標
準
と
す
る
現
行
の
自
動
車
税

を
ベ
ー
ス
と
す
べ
き
と
し
、「
排
気
量
割
」

と
す
る
よ
う
提
言
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
報
告
書
は
「
環
境
自
動
車

税
の
使
途
」
に
つ
い
て
、
自
動
車
税
、
自

動
車
重
量
税
は
現
在
と
も
に
一
般
財
源
で

あ
り
、「
現
行
の
自
動
車
税
は
地
方
の
基

幹
税
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
自
動
車

税
に
お
い
て
も
目
的
税
化
は
望
ま
し
く
な

い
こ
と
」「
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
を
課
税
標
準

と
す
る
こ
と
を
も
っ
て
自
動
車
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
の
抑
制
と
い
う
政
策
目
的
は
達
成

さ
れ
て
お
り
、
目
的
税
的
に
使
途
を
環
境

対
策
に
限
定
す
る
必
要
ま
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
」
な
ど
か
ら
、「
一
本
化

後
も
引
き
続
き
一
般
財
源
と
す
べ
き
」
と

し
た
。

ま
た
、
環
境
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
徴

税
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
「
車
検
時
徴
収
」

を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
導
入
し

た
場
合
、新
車
新
規
登
録
・
継
続
審
査
（
車

検
）
の
際
に
複
数
年
度
分
の
自
動
車
税
、

自
動
車
重
量
税
を
一
括
で
納
税
す
る
こ
と

に
な
り
（
乗
用
車
の
場
合
、
新
車
新
規
登

録
で
3
年
分
、
継
続
審
査
で
2
年
分
を
一

括
で
納
付
）、「
大
幅
に
納
税
者
の
痛
税
感

が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
な
ど

の
課
題
を
指
摘
。
一
方
で
、「
研
究
会
の

議
論
に
お
い
て
も
事
務
を
効
率
化
し
、
徴

収
コ
ス
ト
を
節
減
し
て
い
く
観
点
は
非
常

に
重
要
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
と
し
、「
引

き
続
き
検
討
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
」
と
の
指
摘
に
と
ど
め
た
。

自
動
車
取
得
税
は
維
持
を

一
方
、
民
主
党
の
09
年
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
「
消
費
税
と
の
二
重
課
税
回
避
の
観
点

か
ら
廃
止
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
自
動
車

取
得
税
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
源
で

あ
る
自
動
車
に
係
る
税
負
担
を
軽
減
す
る

よ
う
な
状
況
に
な
い
視
点
や
、
自
動
車
の

保
有
段
階
と
取
得
段
階
に
お
い
て
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
適
切
な
税
負
担
を
求
め
て
い

く
視
点
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
取
得
段

階
の
課
税
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
だ
と
指

摘
。
消
費
税
と
の
関
係
も
「
自
動
車
取
得

税
は
自
動
車
の
取
得
の
事
実
に
担
税
力
を

認
め
て
課
税
す
る
流
通
税
で
あ
り
、
消
費

に
担
税
力
を
認
め
て
課
税
す
る
消
費
税
と

は
そ
も
そ
も
課
税
根
拠
が
異
な
る
も
の
」

だ
と
強
調
し
、「
自
動
車
に
対
し
、
保
有

段
階
及
び
取
得
段
階
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
課
税
を
行
う
べ
く
、
取
得
段
階

に
お
け
る
課
税
と
し
て
、
少
な
く
と
も
当

面
は
自
動
車
取
得
税
を
維
持
す
べ
き
」
と

し
た
。

さ
ら
に
、
現
行
の
自
動
車
取
得
税
の
課

税
標
準
は
取
得
価
格
で
あ
り
、
当
分
の
間

の
税
率
と
し
て
軽
自
動
車
以
外
の
自
家
用

自
動
車
に
つ
い
て
は
特
例
的
に
5
％
（
本

則
は
3
％
）
の
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
源
で
あ
る

自
動
車
に
係
る
税
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う

な
状
況
に
な
く
、
む
し
ろ
負
担
水
準
の
引

上
げ
も
必
要
と
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
、「
税
率
水
準
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
の
税
率
を
恒
久
的
な
措
置

と
し
て
本
則
化
す
る
べ
き
」
だ
と
提
言
し

て
い
る
。
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△

毎
年
8
月
7
日
（
は
な
び
の
ひ
）
に
開
催
さ
れ
る
神
明
の
花
火
大
会
。
2
万
発
の
花
火
が
上
が
り
ま
す
。
恒
例
の
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
花
火
」
で
は
、
今
年
も
3
人
の
男
女
が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
。
成
功
率
1
0
0
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

△

デ
ザ
イ
ン
作
成
中
の

　

市
川
高
校
美
術
部

現地レポート町村独自のまちづくり

かわ み さといち

「
お
ら
が
町
の
Ｐ
Ｒ
下
手
」解
消
へ
の
第
一
歩山梨県 市川三郷町

ちょう

は
じ
め
に

市
川
三
郷
町
は
、
平
成
17
年
10
月
1
日

に
三
珠
町
、
市
川
大
門
町
、
六
郷
町
が
合

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
甲
府
盆
地
の
南

西
に
位
置
し
、
南
ア
ル
プ
ス
を
源
流
と
す

る
釜
無
川
と
秩
父
山
系
を
源
流
と
す
る
笛

吹
川
が
合
流
し
、
富
士
川
と
な
る
左
岸
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
自
然
が

楽
し
め
る
四
尾
連
湖
や
芦
川
渓
谷
、
ぼ
た

ん
回
廊
や
桜
の
名
所
、
花
火
や
和
紙
、
は

ん
こ
な
ど
の
地
場
産
業
、
大
塚
人
参
や
と

う
も
ろ
こ
し
の
「
甘
々
娘
」
に
代
表
さ
れ

る
農
産
物
、
市
川
の
百
祭
り
な
ど
、
町
に

は
誇
れ
る
資
源
が
多
々
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
不
足
の
指
摘

そ
ん
な
誇
れ
る
資
源
を
幾
つ
も
持
ち
な

が
ら
、「
町
内
外
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
不
足
し
て
い
る
。
苦
手
と
し
て
い

る
。」
と
町
民
の
目
に
は
映
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
町
民
か
ら
は
、「
町
を
Ｐ
Ｒ
す

る
よ
う
な
何
か
が
欲
し
い
。
例
え
ば
Ｐ
Ｒ

シ
ー
ル
を
作
成
し
、
不
特
定
多
数
の
人
に

町
の
名
前
を
売
り
込
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？
」
と
の
提
案
も
頂
き
ま
し
た
。

町
で
は
こ
の
提
案
を
元
に
、
幾
度
と
な

く
企
画
調
整
会
議
を
行
い
、
動
く
広
告
塔

と
し
て
公
用
車
な
ど
に
貼
る
Ｐ
Ｒ
シ
ー
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ル
、
ま
た
ど
な
た
に
で
も
気
軽
に

貼
っ
て
い
だ
だ
け
る
プ
リ
ク
ラ
の

よ
う
な
シ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
思
い
描
く

市
川
三
郷

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
が

「
町
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
す
る
シ
ー

ル
な
の
で
、
町
を
元
気
に
す
る
よ

う
な
明
る
く
楽
し
い
デ
ザ
イ
ン
を

ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
？
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
町
民
を
対
象

に
公
募
で
決
定
し
よ
う
と
い
う
案
も
あ
り

ま
し
た
が
、「
こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
若

い
方
に
柔
軟
な

考
え
で
デ
ザ
イ

ン
し
て
も
ら
お

う
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
固

め
、つ
い
て
は
、

町
内
に
在
り
、

町
と
は
緊
密
で

良
好
な
関
係
に

あ
る
県
立
市
川

高
等
学
校
に
作

成
を
依
頼
し
ま

し
た
。
自
由
な

発
想
で
高
校
生

た
ち
の
思
い
描
く
「
市
川
三
郷
町
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
た
め
、
あ
え
て
条
件

や
要
望
は
何
も
付
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
更

に
加
え
る
な
ら
、
市
川
高
等
学
校
に
作
成

を
依
頼
し
た
理
由
に
は
、
今
ま
で
以
上
に

「
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
の
関
係

を
構
築
し
た
い
と
い
う
も
う
一
つ
の
目
的

も
あ
り
ま
し
た
。

町
の
担
当
（
広
聴
広
報
係
）
と
市
川
高

等
学
校
と
で
数
回
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
美
術
部
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ン
の
作
成

に
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。部
員
の
中
に
は
町
外
の
生
徒
も
お
り
、

合
併
し
た
ば
か
り
の
本
町
の
こ
と
を
知
ら

な
い
状
況
で
し
た
が
、
町
の
広
報
紙
な
ど

か
ら
市
川
三
郷
町
の
知
識
や
情
報
も
参
考

に
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
誕
生

そ
し
て
誕
生
し
た
の
が
、
町
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

で
し
た
。
部
員
達
に
よ
る
と
「
園
児
や
小

中
高
生
の
若
者
層
に
ウ
ケ
ル
の
は
や
っ
ぱ

り
ヒ
ー
ロ
ー
も
の
。
そ
こ
に
さ
ら
に
流
行

り
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
風
味
を
加
味
し
ま
し

た
」と
の
こ
と
。こ
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
」は
3
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
の
正

面
に
は
「
大
塚
人
参
」「
花
火
」「
は
ん
こ
」

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
全

て
合
併
前
旧
三
町
の
特
産
品
で
す
。
ひ
と

目
で
町
の
特
産
品
が
わ
か
る
こ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
、
市
川
三
郷
を
な
ん
と
か
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
す
る
若
い
感
性
が
感
じ
ら
れ
、

職
員
に
も
好
評
を
得
ま
し
た
。
作
成
を
依

頼
し
た
こ
の
時
期
は
、
高
校
の
定
期
試
験

な
ど
が
あ
り
進
捗
に
は
思
い
の
ほ
か
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
、
そ

の
間
の
や
り
取
り
で
高
校
と
の
信
頼
関
係

も
構
築
で
き
、
地
域
的
な
連
携
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
予
想
以
上
に
大
き

な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

最
大
限
生
か
す
た
め
に

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
作
成
出
来
た
わ
け
で
す
が
、
こ

の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
時
の
流
行
で

終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
上
手
に
活
用

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
こ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
大
々
的
に
紹
介
す
る
方

法
を
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
広
報
紙
の
表

紙
で
華
々
し
く
登
場
さ
せ
、「
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
誕
生
し
た
こ
と
」と
、「
誕
生
ま

で
の
経
過
」を
報
告
し
ま
し
た
。広
報
紙
を

め
く
ら
な
く
て
も
わ
か
る
表
紙
で
の
発
表

は
、私
達
の
思
惑
ど
お
り
、町
民
に
は
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
よ
う
で
し
た
。

賛
否
も
含
め
多
く
の
感
想
を
お
寄
せ
頂
き
、

ま
ず
ま
ず
の
好
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
ま
し
た
。

△山梨県立市川高等学校

△

市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
誕
生

△

デ
ザ
イ
ン
作
成
中
の

　

市
川
高
校
美
術
部
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次
に
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
少
し
で

も
町
民
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、「
ど
ん
な
展
開
を
行
え
ば
良
い
か
」

を
考
え
、
係
内
で
様
々
に
思
い
を
巡
ら
し

た
結
果
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
市
川
高

校
生
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
た

め
、「
こ
の
段
階
ま
で
、
住

民
の
意
思
は
何
も
反
映
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
」、「
こ
の
時

点
で
は
三
人
の
総
称
が
市
川

三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
決
ま
っ

て
い
た
だ
け
で
、
一
人
ひ
と

り
の
名
前
は
決
ま
っ
て
い
な

い
こ
と
」
に
意
を
留
め
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
一
人
ひ
と
り

の
名
前
を
町
民
対
象
に
募
集

を
か
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。し
か
し
、漠
然
と
公
募
し

た
だ
け
で
は
ア

ピ
ー
ル
に
乏
し

い
た
め
、
子
ど

も
達
に
馴
染
み

の
深
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
で
あ
っ
た

こ
と
を
活
か

し
、
子
ど
も
達

を
中
心
に
な
る

べ
く
多
く
の
方

に
考
え
て
い
た

だ
こ
う
と
、
管

内
小
中
学
校
に
も
呼
掛
け
を
し
て
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
結
果
、
実
に
4
0
0
通
も

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
り
町
民
か
ら
の
注
目
を
集
め

始
め
た
矢
先
で
し
た
の
で
、
こ
の
名
前
の

発
表
会
も
、
や
は
り

大
々
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。そ
の
当
時
、Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
ま

だ
多
く
は
出
回
っ
て

お
ら
ず
、
山
梨
県
内

で
は
自
治
体
そ
の
も

の
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
生
ま
れ

た
経
緯
も
市
川
高
校

生
と
コ
ラ
ボ

と
い
う
独
自

の
も
の
だ
っ

た
た
め
、
マ

ス
コ
ミ
の
多

く
か
ら
興
味

を
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
発

表
会
も
、
町

内
で
行
な
わ

れ
る
イ
ベ
ン

ト
と
抱
き
合

わ
せ
た
た
め
、
新
聞
の
カ
ラ
ー
記
事
、
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き
、
町
内
の
み
な
ら
ず
県
内

全
域
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
と
の
連
携

　

市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
認
知
度
を
高

め
た
方
法
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
力
は
大

き
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。
市
川
三
郷

町
で
は
、
普
段
か
ら
広
聴
広
報
係
を
中
心

に
、
地
元
の
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
に
積
極

的
に
情
報
提
供
を
す
る
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ

と
は
密
な
連
携
を
と
る
こ
と
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
や
は
り
情
報
発
信
・
露
出
回
数

と
い
う
点
で
は
、
自
治
体
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報

紙
な
ど
よ
り
も
マ
ス
コ
ミ
に
一
日
の
長
、

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
媒
体
を
利
用

し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
者
や
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
太
い
パ
イ
プ
を
築
い
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、
信
頼
の
上
に
相
互
の
情
報

提
供
が
成
立
ち
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

の
報
道
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

新
た
な
展
開

ま
た
、
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
使
っ

た
Ｐ
Ｒ
活
動
の
、
大
き
な
転
機
に
な
っ
た

出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
町
内
自

主
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
着
ぐ

△

広
報
紙
の
表
紙
で
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
を
発
表

△

市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

　

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
名
の
発
表
会

△

保
育
園
を
訪
問
す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

△

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
の
存
在
を
知
ら
せ
る

　

地
元
紙△

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
１
人
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る
み
の
作
成
で
し
た
。

当
初
、
町
と
し
て
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

独
自
の
体
型
、
予
算
の
関
係
な
ど
か
ら
着

ぐ
る
み
の
製
作
は
考
え
て
お
ら
ず
、
イ
ラ

ス
ト
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
以
外
、
製
作

す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
地
域

の
自
主
グ
ル
ー
プ

が
主
催
し
た
お
祭

り
の
中
で
、
主
催

者
自
ら
着
ぐ
る
み

を
製
作
し
、
参
加

者
達
と
ふ
れ
あ
い

を
深
め
る
活
動
を

始
め
て
く
れ
た
の

で
す
。
し
か
し
そ

の
着
ぐ
る
み
は
、

自
主
グ
ル
ー
プ
ゆ

え
に
あ
ま
り
経
費

を
か
け
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
、
少
し
手
作
り
感
覚
の
出
来

栄
え
で
あ
っ
た
た
め
、
町
と
し
て
は
イ
ラ

ス
ト
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
心
配
し
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
危
惧
は
最
初
だ
け
で
し
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
立
体
と
な
り
、
一
人
の

生
き
物
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
そ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
親
し
み
が
わ
く
の
か
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
、
親
子
連
れ
が
着
ぐ

る
み
と
の
交
流
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
着
ぐ
る
み
を
引

き
つ
れ
、
町
内
の
保
育
所
な
ど
を
訪
問
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。こ
の
地
道
な
活
動
が
、

町
内
の
子
ど
も
達
へ
の
認
知
度
を
深
め
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
自
主
グ
ル
ー
プ
の

着
ぐ
る
み
活
動
は
、
老

朽
化
や
時
間
の
制
約
が

あ
り
、
そ
の
後
に
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
町
か
ら
発
信

さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
活
用
し
て
、
住
民
サ

イ
ド
が
そ
れ
を
地
域
お

こ
し
に
利
用
す
る
と
い

う
形
は
、
地
域
に
市
川

三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
根

付
い
て
き
た
証
で
し

た
。
こ
の
自
主
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
の
想
い
や

着
ぐ
る
み
の
有
用
性
を

感
じ
て
い
た
町
で
は
、

翌
年
度
、
市
町
村
合
併
体
制
整
備
費
補
助

金
を
利
用
し
百
四
十
万
円
を
か
け
て
三
体

の
着
ぐ
る
み
を
製
作
し
ま
し
た
。

着
ぐ
る
み
を

活
用
す
る
こ
と
の
利
点

現
在
、
着
ぐ
る
み
を
使
用
し
て
の
活
動

は
主
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
し
、
会
場

で
参
加
者
と
触
れ
合
い
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
で
す
。
参
加
者
は
実
際
に
市
川
三

郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
触
れ
合
い
、
逢
う
た
び

に
親
し
み
が
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
参

加
者
ら
の
笑
顔
や
言
動
か
ら
、
愛
情
に
近

い
感
情
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
ヒ

シ
ヒ
シ
と
感
じ
て
い
ま
す
。更
に
、絶
え
ず

対
外
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
が
容
易
と
な

る
め
、市
川
三
郷
町
に
と
っ
て
、「
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
」
に
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
着
ぐ
る
み
と

い
う
Ｐ
Ｒ
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で

し
た
。
そ
の
体
験
か
ら
伝
え
ら
れ
る
と
す

れ
ば
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
地
域
の

Ｐ
Ｒ
に
有
効
に
活
か
す
た
め
に
は
、
完
成

し
た
こ
と
だ
け
に
満
足
せ
ず
、つ
ま
り
は
、

単
な
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
終
わ
ら
せ
な
い

た
め
に
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
つ
の
人

格
と
し
て
扱
う
こ
と
」、
ま
た
「
そ
の
人

格
を
育
て
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
展
開
へ

全
国
的
に
は
、
私
達
の
先
を
進
む
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
数
知
れ

ず
存
在
す
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
私
達
も
着
ぐ
る
み
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
新
た
な
展
開
を
計

画
中
で
す
。
ま
た
最
近
は
、
山
梨
県
内
の

自
治
体
な
ど
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
共
に

協
力
し
合
っ
て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
え
る
機

会
が
増
え
て
き
ま
し
た
の
で
、「
Ｐ
Ｒ
下

手
を
解
消
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
総
務
課
広
聴
広
報
係
）

△

市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
新
着
ぐ
る
み
を
制
作

△市川三郷レンジャーグッズ

△

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
１
人
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被
表
彰
者
氏
名

　平成22年度市町村長及び市町村議会議長総務大臣表彰式

が、10月 5 日、東京・永田町の全国町村会館で挙行され、市

町村長として20年以上及び市町村議会議長として12年以上在

職し、地方自治の振興に功労のあった者 7名が表彰された。

被表彰者のうち町村長は 5名、町村議会議長は 1名であった。

　式典は、総務大臣を代理して鈴
すず

木
き

克
かつ

昌
まさ

総務副大臣の式辞に

続いて表彰式が行われ、町村長を代表して青
あお

木
き

國
くに

太
た

郎
ろう

東京都

元日の出町長に表彰状と記念品が授与された。

　続いて来賓の原
はらぐち

口一
かずひろ

博衆議院総務委員長、那
な

谷
たに

屋
や

正
まさよし

義参議

院総務委員長、宮
みやじま

島雅
まさのぶ

展全国市長会副会長、野
の

村
むら

弘
ひろむ

全国町

村議会議長会会長から祝辞があり、最後に被表彰者代表の青

木元日の出町長、早
はやかわ

川正
せいごう

剛北海道秩父別町議会議長から謝辞

が述べられ、式典の全日程を終了した。

平成22年度市町村長及び市町村議会議長

総務大臣表彰式挙行される総務大臣表彰式挙行される

被
表
彰
者
氏
名

町
村
長

栃
木
県
　

壬
生
町
長 

清
水
　
英
世

東
京
都
　

日
の
出
町
長 

青
木
國
太
郎

新
潟
県
　

津
南
町
長 

小
林
三
喜
男

宮
崎
県
　
綾
町
長 

前
田
　
　
穰

鹿
児
島
県
　
屋
久
島
町
長 

日
髙
十
七
郎

町
村
議
会
議
長　
　

北
海
道
　
秩
父
別
町
議
会
議
長 

早
川
　
正
剛

被
表
彰
者
氏
名

※
敬
称
略

町長代表・青木東京都元日の出町長

式辞・鈴木総務副大臣

謝辞を述べる青木元日の出町長

表彰を受けられた市町村長各位
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町村Naviコーナーでは掲載情報を募集しています。掲載をご希望の場合は全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで。

　

町
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
啓
発
の
一

環
と
し
て
、
住
民
が
「
エ
コ
活
動
」
に
参
加

す
る
と
商
品
券
や
温
泉
入
浴
券
と
交
換
で
き

る
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
を
実
施

中
だ
。

　

同
制
度
は
、
北
海
道
環
境
財
団
の
呼
び
か

け
に
帯
広
市
や
滝
上
町
な
ど
と
参
加
し
た
。

期
間
は
今
年
8
月
か
ら
来
年
1
月
15
日
ま

で
。
希
望
す
る
住
民
は「
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」

（
5
0
0
枚
限
定
）
を
受
け
、
①
剪
定
枝
の

搬
入
②
五
味
温
泉
・
日
の
出
湯
の
入
浴
③
町

営
バ
ス
の
乗
車
④
エ
コ
ハ
ウ
ス
美
桑
の
宿
泊

⑤
環
境
モ
デ
ル
都
市
エ
コ
ツ
ア
ー－
の
「
エ

コ
活
動
」
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら

え
る
。
20
点
貯
め
る
と
5
0
0
円
分
の
商
品

券
、
10
〜
19
ポ
イ
ン
ト
貯
め
る
と
温
泉
入
浴

券
1
枚
と
交
換
で
き
る
。

　

林
業
・
林
産
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た

町
で
は
、「
北
の
森
共
生
低
炭
素
モ
デ
ル
社

会
」「
森
林
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
公
共
施
設
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
や
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
事
業
、「
森
林
づ
く
り
寄
付
条
例
」
に
よ

る
町
有
林
整
備
、
幼
児
か
ら
高
校
ま
で
一
貫

し
た
「
森
林
環
境
教
育
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
回
で
第
15
回
目
と
な
る
「
全
国
小
さ
く

て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
町
で
開

か
れ
、
岡
崎
昌
之
法
政
大
教
授
の
「
小
規
模

自
治
体
と
地
域
振
興
・
地
域
再
生
の
課
題
」

と
題
す
る
記
念
講
演
な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

今
回
か
ら
は
今
年
5
月
に
恒
常
的
な
会
員
組

織
と
し
て
発
足
し
た
「
全
国
小
さ
く
て
も
輝

く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
」
の
主
催
。

　

岡
崎
氏
は
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
徳
島
県
上

勝
町
な
ど
を
「
地
域
資
源
活
用
保
全
型
の
地

域
振
興
の
例
」と
し
て
紹
介
。そ
の
上
で
、「
農

山
村
が
大
き
く
脚
光
を
浴
び
る
時
代
に
な

る
。
小
規
模
自
治
体
に
は
後
押
し
、旗
振
り
、

情
報
発
信
を
抜
か
り
な
く
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。
ま
た
、「
地
域
主
権
改
革
と
小

規
模
自
治
体
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
坂

泰
之
酒
々
井
町
長
や
露
木
順
一
神
奈
川
県
開

成
町
長
ら
が
パ
ネ
ル
討
論
。
小
坂
町
長
は
政

府
の
地
域
主
権
改
革
に
つ
い
て
「
掛
け
声
ば

か
り
で
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
い
い

と
こ
ろ
は
取
る
が
、
そ
れ
以
外
は
迎
合
し
な

い
、
我
が
道
を
い
く
の
が
必
要
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
最
後
に
、
道
州
制
は
小
規

模
自
治
体
や
住
民
自
治
を
破
壊
し
か
ね
な
い

と
す
る
参
加
者
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
閉
幕
し

た
。

　

村
は
、
緑
化
と
太
陽
光
遮
断
を
目
的
に
、

職
員
有
志
が
実
費
で
村
役
場
の
庁
舎
南
面
の

約
半
分
を
ゴ
ー
ヤ
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
で

覆
っ
た
。
今
年
の
夏
は
異
常
な
猛
暑
と
な
っ

た
だ
け
に
、
職
員
か
ら
は
「
涼
し
げ
だ
」
と

大
好
評
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ゴ
ー
ヤ
の
収
穫

と
い
う
お
ま
け
も
付
い
た
。

　

土
木
係
の
発
案
で
、試
み
に
役
場
の
半
分
、

高
さ
12
メ
ー
ト
ル
、
幅
25
メ
ー
ト
ル
に
ゴ
ー

ヤ
を
植
栽
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
の
苗
と
ネ
ッ
ト
3

万
円
は
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の
「
恩
恵
」
を

受
け
る
課
の
職
員
25
人
が
出
資
し
た
。な
お
、

夏
に
は
5
0
0
本
以
上
の
ゴ
ー
ヤ
が
収
穫
さ

れ
、
村
役
場
を
訪
問
す
る
住
民
に
も
お
す
そ

分
け
し
た
。

　

夏
が
終
わ
り

ネ
ッ
ト
を
外
し

た
が
、村
で
は
、

来
年
は
庁
舎
全

面
を
ゴ
ー
ヤ
の

「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」
で
覆
う
方

針
。
そ
の
費
用

は
、
今
度
は
全

職
員
で
負
担
す

る
予
定
だ
と
い

う
。

　

町
は
、
平
成
22
年
度
版
の
予
算
説
明
書
、

「
も
っ
と
知
り
た
い
み
ん
な
の
予
算
」
を
作

成
し
た
。
町
の
予
算
や
財
政
を
住
民
に
分
か

り
や
す
く
情
報
発
信
し
、
町
が
行
う
事
業
や

財
政
に
つ
い
て
住
民
と
と
も
に
考
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
作
成
。
冊
子
は
町
内
各
世
帯

に
1
部
配
布
、
1
冊
1
7
0
円
で
販
売
も
す

る
。

　

予
算
説
明
書
で
は
冒
頭
、「
こ
と
し
の
ま

ち
の
動
き
」
と
し
て
、
今
年
度
の
新
た
な
仕

事
な
ど
を
紹
介
。
町
の
未
来
を
託
す
子
ど
も

た
ち
が
す
く
す
く
育
つ
環
境
を
整
え
る
た

め
、
町
内
の
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
（
1
億
7
4

4
万
円
）
や
、
医
療
と
介
護
の
一
元
化
を
目

指
す
地
域
医
療
の
拠
点
整
備
を
進
め
る
た
め

老
人
保
健
施
設
併
設
の
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
事
業
（
3
億
2
1
4
5

万
円
）
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
。

　
「
発
刊
に
あ
た
り
」
で
は
、
小
山
巧
町
長

が
「
分
か
り
や
す
く
」
に
重
点
を
置
い
て
作

成
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
。「
こ
の
予
算
説

明
書
に
よ
り
、
町
の
事
業
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
の
課
題
を
発
見
し

て
議
論
す
る
一
助
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ

き
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と

し
て
い
る
。

　

町
は
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置
を
無
く
す
た
め

に
自
治
会
な
ど
と
の
協
働
で
「
イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
作
戦
」
を
実
施
し
て
い
る
。
同
作
戦

は
、
歩
道
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
ふ
ん
の
そ
ば

に
、
自
治
会
名
や
町
の
連
名
で
「
犬
の
ふ
ん

放
置
禁
止
！
」
と
書
か
れ
た
黄
色
い
カ
ー
ド

を
設
置
す
る
も
の
で
、飼
い
主
に
対
し
て「
ふ

ん
の
放
置
は
絶
対
許
さ
な
い
」
な
ど
と
す
る

地
域
の
態
度
を
認
識
さ
せ
、
ふ
ん
放
置
の
一

掃
を
目
指
す
。

　

町
で
は
、
2
0
0
9
年
9
月
か
ら
実
証
実

験
を
実
施
。高
砂
市
の
取
組
み
も
参
考
に
し
、

6
月
か
ら
本
格
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、

作
戦
の
実
施
を
希
望
す
る
自
治
会
な
ど
は
、

①
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
設
置
・
回
収
②
ふ
ん

を
回
収
③
町
へ
実
績
を
報
告
―
す
る
。一
方
、

町
は
①
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
・
配
付
②
回
収
し
た
ふ
ん
の
処
理（
可

燃
ご
み
と
し
て
処
理
）
③
制
度
の
啓
発
―
な

ど
を
行
う
。

　

作
戦
を
実
施
し
た
自
治
会
の
報
告
に
よ
る

と
、
月
に
40
あ
っ
た
放
置
数
が
7
に
減
る
な

ど
の
効
果
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

三
重
県
南み

な
み

伊い

勢せ

町ち
ょ
う

分
か
り
や
す
い
予
算
説
明
書
を

作
成

兵
庫
県
稲い

な

美み

町
ち
ょ
う

ふ
ん
の
放
置
ゼ
ロ
へ

「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦
」

長
野
県
豊と

よ

丘お
か

村む
ら

ゴ
ー
ヤ
で
庁
舎
に
緑
の
カ
ー
テ
ン

北
海
道
下し

も

川か
わ

町ち
ょ
う

エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト

試
行
中

千
葉
県
酒し

ず々

井い

町ま
ち

小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
か
れ
る
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姉妹交流提携の御案内　
今回はヨーロッパを御紹介します。
歴史と文化を有するヨーロッパの国々は、実はサッカーやテニスなど様々なスポーツの発祥地でもあり

ます。
今回は長い歴史が育んだ豊かな文化あふれるマケドニアとトルコから 2都市を御紹介します！

マケドニアのカヴァダルチ市との交流はいかが？
バルカン半島の中央部にあるマケドニア旧ユーゴスラビア共和国の南部に位置するカヴァダルチ市は、

高速道路が通り、交通の便も良好です。主な産業は農業で、 4万人弱の人口のうち約 6割はブドウ栽培に
従事しており、ブドウの収穫や音楽に関する多くのお祭りがあります。大きな河川と湖に恵まれた自然豊
かな美しい風景の中にあるティクベシュ園は、バルカン地方最大のワイナリーと言われます。

トルコのカスタモヌ市との交流はいかが？
東西文化が交差するトルコの黒海地方に位置するカスタモヌ市は、美しい自然とともに独特な建築様式

で建てられた伝統的なトルコの家の素晴らしい町並みを見ることができます。中には600年もの歴史があ
る建物がホテルとして使われているものもあります。日本との交流120周年を迎えるトルコからは、チャ
イロバという都市も日本との交流を希望しています。

こうした地域と姉妹提携する意義
ヨーロッパは国際社会における政治の面において、いまだに強い発言力を持っているといえるので、そ

のつながりは日本にとっては大事だと考えられます。また、日本と同様に、歴史や文化を大事にしている
ヨーロッパと交流することで自分たちの市や町が見えてくるかも知れません。
ほかにもイギリス、ハンガリー、フランス、ポルトガルなどからの希望も寄せられています。
ぜひ一度、当協会HP： http://www.clair.or.jp/j/simai/kibou/kibou_k.htmlをご覧ください。

マケドニア旧ユーゴスラビア共和国 

カヴァダルチ市 

キリスト教の教会堂の跡 

教育、文化、行政、観光、科学、美術、

環境保全での交流を希望 

トルコ共和国 カスタモヌ市 

 

伝統的な家屋の町並み 

文化、観光、教育、産業での交流を希望

●

●

（財）自治体国際化協会　担当：交流支援部交流親善課　秋山　小椋　セリン　TEL : 03-5213-1723

（財）自治体国際化協会提供

姉妹・友好提携を希望している海外の地方団体の紹介姉妹・友好提携を希望している海外の地方団体の紹介姉妹・友好提携を希望している海外の地方団体の紹介
ヨーロッパ編
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随 想

後
鳥
羽
上
皇
・
後
醍
醐
天
皇
両
帝
配
流

の
地「
隠
岐
群
島
」は
、縄
文
5
千
年
の
太

古
に
流
れ
を
く
む
古
い
歴
史
と
文
化
が
息

吹
く
有
人
離
島
で
あ
る
が
、
韓
国
と
の
間

に
領
有
権
問
題
を
抱
え
る「
竹
島
」を
所
管

す
る
山
陰
沖
日
本
海
の
島
々
で
も
あ
る
。

そ
の
中
の
本
町
「
隠
岐
の
島
町
」
は
、

先
の
臨
床
研
修
医
制
度
の
施
行
に
端
を
発

し
て
、
島
で
お
産
が
出
来
な
く
な
る
等
の

医
師
不
足
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
加
え

て
、
離
島
航
路
の
存
続
の
た
め
に
全
国
一

の
高
運
賃
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
入
り
込
み

客
減
少
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
観
光
業
の

低
迷
と
公
共
事
業
の
激
減
で
極
端
な
雇
用

環
境
の
悪
化
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

長
引
く
魚
価
の
低
迷
や
漁
場
環
境
の
激
変

か
ら
水
産
業
は
一
進
一
退
の
傾
向
に
あ

り
、
全
国
平
均
値
の
20
〜
30
年
先
を
行
く

超
高
齢
社
会
が
も
た
ら
す
急
激
な
人
口
減

少
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
教
育
、
経
済
、

集
落
環
境
が
激
変
す
る
等
、
島
を
震
撼
さ

せ
る
事
案
に
事
欠
か
な
い
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
下
に
あ
っ
て
、

い
ま
私
に
求
め
ら
れ
る
最
も
大
切
な
こ
と

は
、〝
そ
れ
で
も
諦
め
な
い
、
投
げ
出
さ

な
い
隠
岐
人
の
誇
り
を
ど
う
醸
成
し
て
い

く
か
〞
だ
と
思
っ
て
い
る
。

沖
合
い
海
域
は
、
対
馬
海
流
（
暖
流
）・

リ
マ
ン
海
流
（
寒
流
）
の
混
交
域
で
、
生

産
性
の
極
め
て
高
い
好
漁
場
が
形
成
さ
れ

て
い
る
が
、
4
つ
の
有
人
島
と
1
8
0
余

の
小
島
か
ら
な
る
隠
岐
群
島
は
、
そ
の
山

陰
沖
日
本
海
最
大
の
漁
礁
群
の
島
々
で
あ

る
と
同
時
に
、
山
陰
沖
日
本
海
の
国
境
最

前
線
・
防
人
の
島
々
で
も
あ
る
。

私
が
住
む
隠
岐
の
島
町
は
、
か
つ
て
離

島
で
あ
り
な
が
ら
県
下
き
っ
て
の
林
業
先

進
地
と
も
て
囃
さ
れ
、
戦
後
の
一
時
期
に

は
北
陸
地
方
経
由
で
中
部
・
関
東
圏
に
ま

で
隠
岐
産
材
が
出
回
る
歴
史
も
経
て
い

る
。
島
の
85
％
強
を
占
め
る
森
林
面
積
の

約
6
割
が
人
工
林
で
、
当
時
の
面
影
を
そ

こ
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
残
念
な
が

ら
島
の
林
業
は
昭
和
40
年
代
以
降
斜
陽
化

の
道
を
た
ど
り
、
人
工
林
の
大
半
は
す
で

に
天
然
林
の
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
が
最
近
の
豪
雨
災
害
に
拍
車
を
か

け
、
更
に
は
大
き
な
土
砂
災
害
へ
の
引
き

金
と
な
っ
た
り
、
島
の
漁
礁
機
能
を
著
し

く
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
る
隠
岐
の
島
は
、

幸
い
な
こ
と
に
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

昨
年
10
月
に
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｇ
Ｎ
）
に
登
録
さ
れ
、
い
ま

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ

Ｎ
）
へ
の
登
録
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
方
で
そ
の
豊
か

な
森
林
資
源
を
活
か
す
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
を
前
提
と
す
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
こ
れ
の
具
現
化
に

向
け
、
今
春
実
証
プ
ラ
ン
ト
稼
動
に
漕
ぎ

着
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

隠
岐
な
ら
で
は
の
生
態
系
と
生
い
立
ち

を
も
つ
特
異
な
資
源
や
文
化
、
恵
ま
れ
た

日
本
海
の
海
洋
資
源
等
を
ど
う
活
か
し
、

ど
う
経
済
に
繋
げ
て
い
く
か
が
今
後
の
生

き
残
り
の
大
き
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

自
助
努
力
で
解
決
出
来
る
案
件
は
徹
底

的
に
地
域
と
話
し
合
い
、
一
自
治
体
だ
け

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
案
件
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
と
正
面
か
ら
対
峙
し
積
極
果

敢
に
訴
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

国
境
離
島
・
隠
岐
の
島
で
私
達
が
活
き

活
き
と
生
活
し
、
取
り
巻
く
周
辺
海
域
で

生
産
活
動
に
取
組
む
日
々
の
生
き
様
こ
そ

が
、
我
が
国
の
防
衛
を
考
え
る
上
で
掛
け

替
え
の
な
い
抑
止
力
に
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
を
大
い
に
自
負
し
、
自
主
自
立
を
目
指

し〝
隠
岐
人
〞の
一
人
と
し
て
一
緒
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
る
毎
日
で

あ
る
。

松ま
つ 

田だ

　
和か

ず 

久ひ
さ

国
境
の
島
に
住
む

　
〝
隠
岐
人
〞と
共
に

島
根
県
隠お

岐き

の
島し

ま

町
長
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